
意
義
に
過
ご
す
た
め
に
も
こ
れ
ら

の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

を
お
薦
め
し
ま
す
。
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所
得
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い

と
、
保
険
税
・
保
険
給
付
や
年
金

の
免
除
申
請
等
を
正
し
く
判
定
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
必
ず
、
所
得

の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
届
出
を
す
る
に
は
市
役

所
３
番
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ
れ
以
外
で
も
、国
民
健
康
保
険
・

国
民
年
金
に
関
し
て
疑
問
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
お
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い

て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
、
医
療
や
年
金
制
度
は
大
き

な
注
目
を
浴
び
、
ま
た
様
々
な
問

題
を
抱
え
、
誤
っ
た
情
報
な
ど
も

溢
れ
て
お
り
、
錯
綜
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
こ

の
仕
事
に
携
わ
る
と
い
う
大
き
な

責
任
を
感
じ
な
が
ら
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
へ

迅
速
で
正
し

い
情
報
を
い

つ
で
も
提
供

で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
（
健
康
増
進
課　

原　

隆
史
）
－７－������������	
����

　

３
・
４
月
は
進
・
入
学
や
就
・

退
職
、
転
勤
な
ど
で
新
し
い
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
方
が
多
い
季

節
で
す
。
そ
こ
で
、
つ
い
忘
れ
が

ち
と
な
っ
て
し
ま
う
、
こ
の
時
期

に
多
い
国
民
健
康
保
険
や
国
民
年

金
の
手
続
き
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。
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新
し
い
生
活
の
ス
タ
ー
ト
と
同

時
に
保
険
･
年
金
の
切
替
も
必
要

に
な
り
ま
す
。
届
出
を
忘
れ
て
し

ま
う
と
、
病
院
に
か
か
っ
た
時
に

困
っ
た
り
、
将
来
の
年
金
額
が
少

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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�
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�
�
�
�
�
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通
学
の
た
め
、
市
外
へ
転
出
さ

れ
て
も
申
請
を
す
れ
ば
、
下
田
市

の
学
生
用
保
険
証
を
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、　

歳
で
学
生

２０

の
方
は
年
金
保
険
料
を
納
付
猶
予

さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
ど
ち

ら
も
毎
年
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
限
り
あ
る
学
生
生
活
を
有
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�
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�
�
�
�
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�
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認
知
症
と
は
、
脳
に
何
ら
か
の

原
因
で
記
憶
・
判
断
力
な
ど
の
障

害
が
起
き
、
日
常
生
活
に
支
障
が

出
る
よ
う
な
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

現
在　

歳
以
上
の
方
の
４
人
に

８５

１
人
に
認
知
症
の
症
状
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
誰
も
が
な
る
可

能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。

　

下
田
市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
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�
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�
�
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何
か
特
別
な
こ
と
を
や
っ
て
い

た
だ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
家
族
を
暖
か
く
見
守
り
、

そ
の
家
族
の
応
援
者
と
し
て
、
自

分
の
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
ま
す
。

友
人
や
家
族
に
学
ん
だ
知
識
を
伝

え
る
こ
と
な
ど
も
、
サ
ポ
ー
タ
ー

の
活
動
で
す
。

�
�　

３
月　

日 （
金
）

２７

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

�
�　

市
民
文
化
会
館
大
会
議
室

�
�　

下
田
市
在
住
の
方

�
�　
　

名
程
度（
参
加
費
無
料
）

５０

�
�　

標
準
テ
キ
ス
ト
に
も
と
づ

い
て
ビ
デ
オ
上
映
な
ど
を
交
え
た

約　

分
の
講
義
で
す
。

９０

　

終
了
後
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
シ
ン

ボ
ル
グ
ッ
ズ
「
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差

し
上
げ
ま
す
。

�
�　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
健
康

増
進
課
内
）

�
�
２
０
７
７

　今回の景観シンポジウムでは、市民、ＮＰＯ、行政そ

れぞれの立場で行われている歴史的建造物の保全・活用

などの取り組みをご紹介するとともに、歴史的建造物を

活かしたまちなみづくりの具体的な方法などについて考

えます。
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・下田市景観計画及び景観まちづくり条例の概要

・景観ワークショップの報告

・櫛田蔵プロジェクトの報告

・伊豆石建造物の構造について
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（進行役） 山  中  新  太  郎 （日本大学理工学部建築学科助教）
やま なか しん た ろう

（提言者） 滝 　　 英  規 （静岡県建築士会所属滝一級構造研究室）
たき ひで き

　　　　 田  中 　　
た なか

 豊 （下田ＴＭＯ�代表取締役）
ゆたか

　　　　 水  口 　
みず ぐち

 順 
じゅん

 策 （静岡県建築士会賀茂支部所属）
さく

　　　　 秋  田 　 典  子 （千葉大学大学院園芸学研究科准教授）
あき た のり こ

　　　　 小  川 　　 弾 （ＮＰＯ地域再創生プログラム）
お がわ だん

（総　括） 清  家 　　
せい け

 剛 （東京大学大学院新領域創成科学研究科准教授）
つよし
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平
成　

年
度
の
策
定
当
初
１
２

１８

９
項
目
で
あ
っ
た
取
り
組
み
も
、

平
成　

年
度
ま
で
に
新
た
な
取
り

２０

組
み
や
見
直
し
が
進
み
１
７
８
項

目
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

ア
ル
を
迎
え
る
時
期
で
し
た
が
、

課
題
が
残
り
、
取
り
組
み
が
進
ま

ず
、
改
革
の
中
休
み
と
も
受
け
取

れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
ま
で
の
計
画
に
対

２０

す
る
実
施
状
況 （
見
込
み
含
む
） は
、

計
画
ど
お
り　
　
　
　
　

項
目

９３

遅
滞
ま
た
は
検
討
中　
　

項
目

５２

未
着
手　
　
　
　
　
　
　

項
目

３３

で
、
進
捗
率
は　

％
と
な
っ
て
い

５２

ま
す
。

�
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�
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平
成　

年
度
の
主
な
取
り
組
み

２０

の
削
減
効
果
額
は
、
２
億
４
５
１

万
円
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、 こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
ほ

か
に
、 継
続
的
に
続
け
て
い
る
も
の

が
あ
り
、
前
記
の
数
値
以
上
の
削

減
効
果
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。　

�

�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
４
月
１
日
を
最
終
期

２２

限
と
し
た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
取

り
組
み
も
あ
と
１
年
あ
ま
り
と
な

り
ま
し
た
。
国
が
進
め
る
第
二
期

地
方
分
権
改
革
も
平
成　

年
度
が

２１

最
終
年
度
で
あ
り
、
現
在
新
た
な

地
方
分
権
改
革
に
向
け
動
き
始
め

て
い
ま
す
。
下
田
市
と
し
て
は
、

現
在
進
め
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

総
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た

な
地
方
分
権
に
向
け
た
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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●
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
総
点
検

●
新
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定

�
�
�
�

企
画
財
政
課
行
革
推
進
業
務
担
当

�
�
２
２
１
２

　

土
地
や
家
屋
の
「
価
格
等
縦
覧

帳
簿
」
の
縦
覧
と
「
固
定
資
産
課

税
台
帳
」
の
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

�
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平
成　

年
度
の
固
定
資
産
税
評

２１

価
額
に
つ
い
て
、
周
辺
の
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
と
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
る
方

 （
納
税
者
）
と
そ
の
家
族
、
納
税
者

の
委
任
を
受
け
た
方
お
よ
び
納
税

管
理
者

�
�
�
�　

４
月
１
日 （
水
） 〜　
３０

日 （
木
）　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時　

分
※
土
日
・
祝
日
を
除
く

１５

�
�
�　

無
料

�
�
�　

本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
（
納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証

な
ど
）、
認
印
、
委
任
状
（
代
理
の

方
の
場
合
）
な
ど

�

�
�
�
�
�
�
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平
成　

年
度
の
固
定
資
産
税
の

２１

基
礎
と
な
る
課
税
台
帳
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
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納
税
義
務
者
と
そ
の
家
族
、
納

税
義
務
者
の
委
任
を
受
け
た
方
、

納
税
管
理
者
お
よ
び
土
地
や
家
屋

を
借
り
て
い
る
方

�
�
�
�　

４
月
１
日 （
水
） 以
降

毎
日
、
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時　

分
※
土
日
・
祝
日
を
除
く

１５
�
�
�　

縦
覧
期
間
中
は
無
料

※
た
だ
し
縦
覧
期
間
後
は
有
料

�
�
�　

本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
（
納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証

な
ど
）、
認
印
、
委
任
状
（
代
理
の

方
の
場
合
）、土
地
や
家
屋
を
借
り

て
い
る
方
は
そ
の
契
約
書

�

�
�
�
�
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平
成　

年
度
の
固
定
資
産
課
税

２１

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
つ
い

て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
固
定
資

産
の
価
格
等
を
登
録
し
た
旨
を
公

示
し
た
日
か
ら
納
税
通
知
書
を
受

け
た
日
後　

日
ま
で
の
間
に
文
書

６０

を
も
っ
て
下
田
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
出
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
�
�
�　

税
務
課
資
産
税
係　

�
�
２
２
１
８
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当
初
の
計
画
で
は
、
平
成　

年
２０

度
に
は
、
公
の
施
設
の
耐
震
化
に

伴
い
施
設
の
統
廃
合
や
リ
ニ
ュ
ー
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